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行
行

発
発

日月
集

毎

編

学
課臥

務
朝

総

Ｘ
」
、
、
●
・
¨

雲

一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
、
２

０
０
４
空
度
秋
季
入
学
式
が
、

１０

月
１
日
⑥
午
前
Ю
時
半
か
ら
本
学

６
号
館
大
講
義
室
に
て
挙
行
さ
れ

た
。今

秋
の
入
学
生
は
総
員
４８
名

（学
部
入
学
生
２７
名
、
大
学
院
入

学
生
１０
名
、
留
学
生
別
科
入
学
生

１１
名
）
で
あ
る
。

入
学
許
可
後
、
長
坂
信
夫
学
長

よ
り

「有
意
義
な
大
学
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
告
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

学
部
入
学
生
代
表
の
鈴
木
秀
範

～

」
】壮
卜中ヽ

た賤'霜

4

力強く入学生宣誓が行われた

さ
ん
（経
営
学
都
情
報
管
理
学
科
）

大
学
院
経
営
学
研
究
科
入
学
生
代

Ｆ

ノ

ど

，

―

―

―

■

―

―

―

■

″

ノ

表
の
木
村
慈
さ
ん
、
留
学
生
別
科

入
学
生
代
表
の
段
金
坤
さ
ん
か
ら

そ
れ
ぞ

学
業
成
就
に
向
け
て
努
力
す
る
旨

宜
誓
が
行
わ
れ
た
。

新
入
生
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
朝

日
大
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

に
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
あ
っ

た

。本
学
体
育
会
硬
式
野
球
部
は
、

８
年
ぶ
り
５
度
目
の
明
治
神
一言
野

球
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

壊
早
県
リ
ー
グ
を
制
し
、
東
海

地
区
大
会
で
は
東
海
大
海
洋
学
部

（静
岡
）、
松
坂
大
学

会
二
重
）
を

押
し
の
け
、

９６
年
秋
以
来
の
東
海

地
区
大
会
優
勝
。
東
海

・
北
降
地

区
代
表
決
定
戦
で
は
、
北
陸
代
表

の
福
井
工
業
大
学
と
対
戦
し
２
勝

１
敗
で
勝
利
を
収
め
た
。

第
３５
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
は

■
月
１２
日
に
開
幕
す
る
。

選手の歓喜の声とともに久保責監督が宙に舞う

おもな内容
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目指せV31・………・・4

4カ 国・地域から

新入生迎える… 7

ア
テ
不ヽ
オ
リ
ン
・

ピ

ッ
ク
は
、
空
前

・

の
メ
グ
ル
ラ
ッ
シ
ぃ

ュ
に
日
本
国
中
が

沸

い
た
。
本
家
本

・

元
の
柔
道
は
そ
の
・

い
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
金
メ
．

ぃ
グ
ル
の
増
産
に
寄
与
し
た
。
水
．

一
泳
の
北
島
も
２
つ
の
金
メ
グ
ル
一

・
を
獲
得
し
た
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン

・

・
の
野
口
も
す
ご
い
。
高
橋
尚
子
・

・
を
降
ろ
し
て
今
回
の
メ
ン
バ
ー
・

【
を
選
出
し
た
陸
連
関
係
者
は
安
．

一
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
に
違
一

・
い
な
い
。
負
け
て
い
た
ら
何
を
・

・
言
わ
れ
た
か
知
れ
た
も
の
で
は
・

・
な
か
っ
た
。
た
だ
、
世
界
の
ス
・

ポ
ー
ツ
界
で
は
こ
う
言
わ
れ
て
．

．
い
る
ら
し
い
。
メ
イ
ン
会
場
で
．

・
行
わ
れ
る
陸
上

（そ
れ
も
ト
ラ

・

・
ッ
ク
エ持
ｃ
と
本
泳
（特
に
自
・

い
由
形
）
が
強

い
国
こ
そ
が
真
の
い

・
ス
ポ
ー
ツ
王
国
で
あ
る
と
。
で
、

．

．
勝

っ
た
の
で
あ
る
。
女
子
八
〇
”

一
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
柴
田
が
一

・
金
メ
グ
ル
を
取

っ
た
。
こ
れ
は
・

・
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

・

・
あ
の
山
中
だ

っ
て
ど
う
し
て
も

・

．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
ー
ズ
に
．

一
勝
て
な
か

っ
た
。
自
由
形
は
男
一

・
女
と
も
決
勝
に
進
む
こ
と
す
ら
い

・
日
本
人
響
十
に
は
高

い
、
厚

い
・

い
壁
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
い
と
も

・

．
簡
単
に
勝

っ
た
。
本
当
に
す
ご
．

い
。
柔
道
の
２
連
覇
、
３
連
覇
．

・
よ
り
難
し
か

っ
た
の
か
も
し
れ
・

い
な

い
。
あ
と
は
陸
上
百
メ
ー
ト
・

・
ル
？
こ
つ
ち
は
も

っ
と
も

っ
と
・

ぃ
面
倒
か
も
し
れ
な
い
。
　

　

　

．

はなみずき
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今
秋
に
学
位
を
取
得
し
た
大
学

院
経
営
学
斬
究
科
樽
士
前
期
課
程

の
院
生
に
よ
る
学
位
論
文
発
表
会

が
、
９
月
１８
日
に
５
号
館
５
１
１

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
発
表

会
は
経
営
学
研
究
科
同
窓
会
が
主

催
し
、
後
輩
達
の
た
め
の
晴
れ
舞

台
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
多

く
の
現
役
院
生
や
同
窓
生
が
発
表

会
に
参
加
し
た
。
発
表
会
は
当
日

午
後
１
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
途
中

で
休
憩
を
挟
ん
で
４
名
の
院
生
に

よ
る
学
位
論
文
の
発
表
が
あ

つ
た
。

春
季
の
発
表
会
に
比
べ
発
表
者
の

人
数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
活
発
な

質
」坐
心
容
が
な
さ
れ
た
。

発
表
会
の
後
は
恒
例
の
懇
親
会論文発表も無事終わり、ホッとした表情で懇親会スター ト

産業1情報研究所主催
QFD実践講座開講

が
あ
り
、
院
生
同
士
、
あ
る
い
は

普
段
は
余
り
接
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
先
輩

（同
窓
生
）
と
の
情
報

交
換
な
ど
参
加
考
全
員
が
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
た
。

経
営
学
部
の
産
業
情
報
研
究
所

が
主
催
す
る
第
５
回
Ｑ
Ｆ
Ｄ

（０

Ｅ
卜
μ沖Ｆ＜
「
Ｅ
戸
ｏ
ａ
Ｏ
鰤
】り
ｏ
ｏ
一〇
＜

ヨ
①
ｏ
■

品
質
機
能
展

開
）
実
践
謎
狂

（全
７

回
）
の
６
回
目
の
講
座

が
９
月
ｌ。
日
に
朝
日
丸

の
内
ビ
ル
の
ハ
垂
戯
室
で

行
わ
れ
た
。

本
実
践
講
座
は
６
月

か
ら
１０
月
に
か
け
て
毎

月
１
～
２
国
の
実
践
釣

一

な
講
義
と
演
習
で
組
み

↑

立
て
ら
れ
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
第
６
回
目
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
５
回
の
講
座

で
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的

な
学
習
と
佃
別
指
導
を

(右

本
空

度
の
Ｑ

Ｆ
Ｄ
実
践
講

座
は
ネ
を
閉

じ
た
。
な
お

講
師
陣
に
は

赤
尾
洋
二
客
貝
教
授
を
は
じ
め
、

本
学
経
営
学
部
の
国
澤
教
授
、
同

村
助
教
授
、
畦
地
助
教
授
、
稲
吉

,癖

`

中
花
と
し
た

る
　
実
践
的
な
演

勘
　
鋼
帝
断

り っ
マ

欝
　
今
回
も
夜
遅

輯

臆

多
詳

鉾

か
　
共
に
研
修
に

翔

執
か
入
っ
て

授
　
ぃ
た
。
第
７

卿
　
嘲
「

の
（講

嘩

畦
　
が
・Ｏ
月
７
日

)赤尾教授

に
開
討
さ
れ
、

講師と受講生が机を並べて行う演習

講
師
が
あ
た
り
、
研
修
補
助
者
と

し
て
大
学
院
生
が
加
わ
っ
て
い
る
。

一
方
、
受
講
生
は
い
日
立
製
作
所
、

矢
崎
総
業
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
④
、

い
デ
ン
ソ
ー
等
の
各
企
業
の
研
修

生
を
中
心
に
、
遠
く
は
静
岡
市
か

ら
通
っ
て
き
た
参
加
者
も
お
り
、

各
参
加
者
が
実
際
に
直
面
し
て
い

る
新
商
品
開
発
に
関
す
る
テ
ー
マ

な
ど
を
取
り
上
げ
て
熱
心
に
演
習

を
し
て
い
た
。

産
業
情
報
研
究
所
で
は
、
本
年

■
月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
経

営
学
藍
狂

（全
７
謹
坐

も
開
講

す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
多

く
の
受
講
生
が
集
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

※
関
連
記
事
８
面
に
掲
載

朝
日
大
学
経
営
学
会
で
は
、
９

月
８
日
い
１０
時
半
よ
り
、
日
頃
の

教
員
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
斬
究
会
を
５
号
館
５
１

１
教
室
で
開
催
し
た
。
研
究
会
で

は
、
「外
国
人
留
学
生
の
日
本
語
能

力
に
関
す
る
研
究
報
生
こ

と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
情
報
管
理
学
科
の
佐

納
講
師
が
、
「米
、
英
の

年
金
基
金
に
よ
る
コ
ー

ポ
レ
ー
ト

・
ガ
バ
ナ
ン

ス
ー
本
邦
に
お
け
る
最

近
の
動
き
も
踏
ま
え
て

劇
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

の
階
戸
教
授
が
そ
れ
ぞ

れ
約
１
時
間
に
わ
た
り

研
究
成
米
を
発
表
し
た
。

参
加
者
は
約
２５
名
で
、

各
発
表
の
後
に
は
予
定

の
４。
分
を
超
え
る
活
発

な
質
疑
心
答
や
議
論
が

あ
り
、
年
後
２
時
４。
分
に
研
究
会

を
終
了
し
た
。
経
営
学
会
に
よ
る

研
究
会
は
平
成
１１
年
１０
月
の
開
催

を
城
後
に
、
諸
般
の
事
情
で
こ
れ

ま
で
開
催
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が

今
回
の
研
究
会
を
皮
切
り
に
、
今

後
は
定
期
的
に
開
催
を
計
画
し
て

い
く
予
定
で
い
る
。

質凝応答がさかんに行われた研究発表
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歯
学
部
入
学
を
希
望
す
る
高
校

生
を
対
象
と
し
た
徐
験
入
学
が
８

月
１９
日
い
に
開
催
さ
れ
、
本
学
の

歯
学
教
育
、
施
設

・
設
備
等
を
体

験
し
よ
う
と
全
国
各
地
か
ら
高
校

生
、
保
護
者
が
来
学
し
た
。

笠

剛
の
部
で
塁

學

教
育
、
入

試
概
要
等
の
説
明
、
２
つ
の
ミ
ニ

ぜ
覧
頂

攀

体
験
講
義
を
受
講
し
、
午
後
の
部

で
は
解
剖
実
習
室
、
顕
微
鏡
実
習

室
、
図
垂
長

の
見
学
に
如

え
、
学

内
に
併
設
す
る
附
属
病
院
の
診
療

室
等
を
見
学
し
た
。
徐
験
入
学
の

目
玉
で
あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
習
で
は
、
ダ
ミ
ー
人
形
の
虫
歯

を

一
人

一
本
ず
つ
削

っ
た
。
担
当

亀

　

　

機

虫歯を削るつて難しい、技術を学ぶシミュレーション実習

―

‐

教
員
や
在
学
生
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
楽
し
く
実
習
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
機
器
の
操
作

に
手
こ
ず

っ
て
は
い
た
が
、
歯
科

医
師
等
を
目
指
す
生
徒
な
ら
で
は

の
喜
び
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
実
習
中
２
旦剣
空
蓬
相
、
実

習
後
の
笑
顔
が
印
象
約
で
あ
っ
た
〔

犠

:

I

人体模型に囲まれて少し表情が堅い参加者
バキュームはここ、ミラーで確認……
ダミー人形とはいえ手に汗にぎる状況

ぞイ

秒

犀
重
サ移

紫

一貌
塩

９
月
ｍ
日
①
、
法
学
部

・
経
営

学
部
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た

第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
た
。
夏
休
み
中
に
進
路

を
熟
考
し
た
高
校
生
、
保
護
者
約

１
０
０
名
が
来
学
し
、
各
学
科
の

ミ
ニ
講
義
に
参
加
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
施
設

・
設
備
等
を
見
学
し
た

午
後
か
ら
は
、
大
相
撲
解
説
者

で
あ
る
舞
の
海
氏
を
お
迎
え
し
、

「決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」
と
題

し
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
行

っ
た
。

入
門
時
か
ら
小
柄
な
体
格
に
苦
悩

し
続
け
て
い
た
同
氏
は
、
大
き
な

力
士
に
勝
つ
た
め
の
技
を
常
に
考

え
て
い
た
。
失
敗
し
た
技
も
あ
っ

た
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
立
ち
向
か

っ
た
後
の
勝
利
は
格
別
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
一受
験
生
も
目
標
に

向
か
っ
て
様
々
な
疱
度
か
ら
立
ち

向
か
っ
て
欲
し
い
と
語

っ
た
。
ま

た
、
朝
日
大
学
の
学
生
は
さ
わ
や

か
な
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
。
朝
日

と
で
つ
色

剛
は
専

え
や
す
い
し
、

縁
起
の
い
い
名
前
で
す
ね
。
と
、

お
誉
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

・魏
鶏
壊
鶴
鞍
騨
」

筵

鶴

議
ｉ

一　

筆

「あきらめる前に別の角度から考えてみよう I新たな道が見えてくるはず。」
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東 海 学 生 卓 煎
設 季 リ ー づ 戦

体
育
会
卓
球
部
女
子
は
、
８
月

・８
～
２。
日
に
開
催
さ
れ
た
東
海
学

生
卓
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

（名
古
屋

市
“梃
櫻
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

に
て
見
事
優
勝
し
、
Ｖ
２
を
果
た

し
た
。

昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
初
優

勝
し
た
同
部
は
、
愛
知
大
学
、
中

一界
本
字
、
中
京
学
院
大
学
、
中
京

女
子
大
学
と
の
対
戦
は
す
べ
て
４

対
Ｏ
で
の
圧
勝
。
今
年
度
の
春
季

リ
ー
グ
戦
で
敗
れ
た
愛
知
工
業
大

学
と
４
戦
全
勝
同
士
で
最
終
日
を

迎
え
た
。
試
合
結
果
は
４
対
２
で

本
学
の
優
勝
、
東
海
地
区
学
生
の

市
管
だ

輝
い
た
。

ま
た
、
８
月
５
～
８
日
に
開
催

さ
れ
た
第
密
回
全
日
本
大
学
対
抗

卓
本

蚕

不
套

都
匠

立
笙
犀

も

に
出
場
し
た
同
都
は
、
女
子
４８
校

が
出
場
す
る
中
、
第
３
位
の
成
績

を
収
め
た
。
準
決
勝
で
イ
ン
カ
レ

４
連
覇
の
淑
徳
大
学
に
は
魚
け
こ

そ
は
し
た
が
、
テ▼
」
で
も
宿
敵
愛

知
工
業
大
学
に
勝
ち
ベ
ス
ト
３
に

輝
い
た
。

V3目指して頑張ります !!いつも笑顔の卓球部

:

r
９
月
１２
日
０
名
古
屋
市

枇
犯
島

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
第

５２
回
東
海
学
生
剣
道
優
勝

大
会
及
び
第
２７
回
東
海
女

子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
に

お
い
て
、
体
育
会
剣
道
部

男
子
が
第
３
位
、
女
子
が

準
優
勝
を
収
め
た
。
こ
の

結
果
、
男
女
と
も
に
２
年

連
続
の
イ
ン
カ
レ
出
場
を

決
め
た
。

男
子
は
、
１
回
戦
で
強

豪
愛
知
学
院
大
学
と
対
戦
。
序
盤

で
先
行
を
許
し
た
も
の
の
終
盤
で

追
い
つ
き
勝
利
、
そ
の
勢
い
で
準

決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。
準
決
勝
で

は
、
第
２
シ
ー
ド
の
中
部
大
学
と

対
戦
。
２
勝
ず
つ
で
迎
え
た
大
将

戦
に
敗
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
３

位
と
な
っ
た
。

第
２
シ
ー
ド
の
女
子
は
、
順
当

に
決
勝
へ
進
出
。
第
１
シ
ー
ド
の

中
京
大
学
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

同
大
は
西
日
本
大
会
の
準
優
勝
校

で
あ
り
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
残
念
な
が
ら
本
学
は
今
年
も

同
大
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

男
女
と
も
に
昨
年
と
同

様
の
成
績
で
は
あ

っ
た
が

戦
い
ぶ
り
を
見
る
と
上
位

校
と
の
差
は
確
実
に
縮
ま

つ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍

に
大
き
く
期
待
を
感
じ
さ

せ
た
。

ま
た
、
９
月
１９
日
０
に

は
第
４７
回
東
海
学
生
剣
道

新
人
優
勝
大
会
及
び
第
１３

回
束
海
女
子
学
生
剣
道
新

人
優
勝
大
会
が
行
わ
れ
、

男
子
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
、

3位獲得の男子チーム

海
学
生

準優勝に輝いた女子チーム

男
子
Ａ
チ
ー
ム
が
３
位
、
女
子
Ｂ

チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
勝
ち
取

っ
た
。

男
子
Ａ
チ
ー
ム
は
圧
倒
的
な
強

さ
で
準
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
が
、

中
部
大
学
に
屈
し
３
位
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
強
豪
校
相
手
に
接
戦
を

制
し
て
決
勝
に
駒
を
進
め
た
男
子

Ｂ
チ
ー
ム
が
同
大
を
倒
し
て
優
勝

し
た
。
女
子
Ｂ
チ
ー
ム
は
３
回
戦

ま
で
相
手
に
１
際
電
与

え
な
い
勢

い
で
決
勝
戦
進
出
。
蛮
二〈中
京
大

学
を
前
に
ア
ベ
ツ
ク
優
勝
に
は

一

歩
及
ば
ず
準
優
勝
を
収
め
た
。

６
月
の
新
人
戦
個
人
で
も
本
学

か
ら
は
、

男
子
３
位
、
女
子
優
勝
、

準
優
勝
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の

入
賞
者
を
出
し
て
お
り
、
本
学
は

東
海
地
区
で
最
も
注
目
さ
れ
る
大

学
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

クラブ名 大会名 日時 成 績

柔 這 (女 子 )

全日本ジュニア女了柔道体重別選手権大会
東海地区予選会

7/]1
48kB級 優  勝 黒田 優子 (法 2年 )

70kR級 3 位 綿谷 里奈 (情報管理 1年 )

第2]回東海学生女子柔道体重別選手権大会 B/]5

4Bkg級
優  月,考 黒田 優子

3 位 開 ||千江美 (1青 報管I甲 4年 )

52ks級 優  勝 三浦  愛 (法 3年 )

63kg級
優  勝 田渕ひとみ9高報管理2年 )

準 優 勝 竹中 沙世 (情報管理 3年 )

78kg級 優  勝 古室 咲江(法 1年 )

73kg超級 3 位 黒木久仁子 (法 1年 )

ホ ッ ケ 第32回山日本学生ホッケー選手推大会 8//27-29 3位

自 転 車 競 技

2004年 度岐阜県自転車競技選手権大会 8/´ 14

団体追抜き 準 優 勝

中島 和夫 (経営 1年 )

若槻 彰隆1情報管理 ]年 )

増田 智仁 (法 1年 )

湯坐  純 (経営 ]年 )

ケイリン 準 優 勝 益子 裕介 (経営 2年 )

ポイントレース 準 優 勝 中出 和夫

スプリント 3 位 右槻 彰隆

第35回近畿地域自転草競技選手権大会 9/1]～ 12
4kmTP

優  勝
牧田 洋和 O晴報管理 2年 )

※京都府メンバー

率 俸A勝
若槻 彰隆

※大阪府メンパー

ポイントレース 3 位 者槻 彰隆

第40回全日本学生自転車競技新人戦

西日本大会
9/19

スプリント 優  勝 若槻 彰隆

]ktt T T イ憂 勝 後藤 彰仁 (経営 1年 )

4km I P 優  L巻 増囲 智仁

4kmT P 優  勝

牧田 洋和

湯坐  純

智仁

若槻 彰隆

ポイントレース
準 優 勝 長野寮―郎 (経営 ]年 )

3 位 牧田 洋和

ケイリン 3 位 益子 裕介
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査

Ａ摸

部
は
、

１０
月
３

日

（大
阪
府
堺

市
大
浜
公
園
相

撲
場
）
に
行
わ

れ
た
全
国
学
生

相
撲
個
人
体
重

別
選
手
権
大
会

に
出
場
し
、
惚

崎

功
太

選
手

（経
営
２
年
）

が
８５
蛇
未
満
級

で
、
準
優
勝
を

果
た
し
た
。

今
大
会
に
は
７
名
の
選
手
が
出

場
し
、
４
名
が
入
賞
し
た
。本
学
相

撲
部
は
全
国
大
会
（個
人
体
重
別
）

に
お
い
て
昨
年
、同
ク
ラ
ス
に
て

海
内
信
宏
選
手
が
３
位
入
賞
、　
一

昨
年
前
に
は
、
飯
田
隆
輔
選
手
が

６５
ｋｇ
未
満
級
で
準
優
勝
を
果
た
し

て
お
り
、
３
年
連
続
全
国
大
会
で

入
賞
と
で
２
鯵
α
τ
成
し
遂
げ
た
（

我

σ

８５
監
未
満
級

率
優
勝

惚
崎
功
太
羅
強
四２
金

ベ
ス
ト
８
入
賞

山
方
大
輔

（経
営
４
年
）

飯
田
隆
輔

（経
営
３
年
）

１
３
５
ｋｇ
以
上
級

一一
番

ギ縛押
爾

ベ
ス
ト
８
入
賞

白
塚
元
久

（法
２
年
）

昨
年
の
１２
月
、
本
年
の
３
月
お

よ
び
８
月
に
競
技
が
お
こ
な
わ
れ

た
第
３６
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合

体
育
大
会

（歯
学
体
）
が
終
わ
つ

た
。
昨
年
事
務
主
管
を
担
当
し
、

総
合
成
績
が
２
位
で
あ
っ
た
本
学

の
ま
す
ま
す
の
健
闘
が
簸
待
さ
れ

本
院
職
員
野
球
部

（監
督
安
藤

隆
）
は
、
岐
阜
地
区
極
院
１４
チ
‐

ム
が
参
加
し
た
平
成
１６
年
度
岐
阜

地
区
病
院
親
善
野
球
大
会
に
お
い

て
・４
年
ぶ
り
に
優
勝
猿
を
手
に
し

た

。十律

職

員
鴎暴

蔀

は
、
近
空
局

齢
化
で
参
加
人
数
が
減
る
中
、
低

迷
し
て
い
た
が
、
本
年
６
月
に
開

設
さ
れ
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

賞状・盾・メダルを手にした惚崎選手

全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大
会
（歯
学
体
）
か
ら
思
う
こ
と

―
昨
年
度
お
よ
び
本
年
度
の
歯
学
体
を
か
え
り
み
て
―

朝
日
大
学
歯
学
部
機
能
修
復
学
講
座
口
腔
生
理
学
分
野

全
日
本
歯
科
学
生
体
育
連
盟
理
事

杉
　
村

中
い　
敬

附属村上記念病院職員野球部

14年ぶりに優勝

た
が
、
残
念
な
が
ら
総
合
９
位
で

あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
は
昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
し
、
連
続
優
勝
の
偉
業
を
な

し
と
げ
た
。
準
優
勝
は
祭
奉
大
会

で
ラ
グ
ビ
ー
が
、
夏
季
大
会
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー

が
健
闘
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
の
優
勝

決
定
戦
は
昨
年
と
同
様
、
九
州
歯

科
大
学
。　
一
昨
年
、
一長
良
川
競
技

場
で
お
こ
な
わ
れ
た
決
勝
戦
の
開

始
直
後
の
ス
ク
ラ
ム
を
見
て
、
愕

然
＞
生し
た
。
】専
つ
―
・違
う
！
ま
っ 14年ぶりに真紅の優勝旗を手にした

シ
ョ
ン
病
棟
の
設
置
に
伴
い
、
若

手
の
理
学
療
法
士
等
が
多
数
採
用

さ
れ
た
。
そ
の
中
の
職
員
で
、
学

生
時
代
に
野
球
経
験
の
あ
る
強
力

な
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ビ
ッ
チ
ャ
１
４

番
の
加
納
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
水
野

が
新
人
と
し
て
本
院
職
員
野
球
部

に
加
わ
っ
た
。

９
月
１２
日
⑨
池
田
公
匡
野
球
場

で
の
予
選
２
試
合
に
勝
ち
、
９
月

２。
日
（月
・視
）念
願
の
長
良
川
球

場
で
の
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

準
決
勝
で
は
、
本
院
職
員
か
ら

８
名
、
大
学
、
Ｐ
Ｄ
Ｉ
か
ら
各
１

名
の
助
人
も
あ
り
、
計
Ю
人
の
メ

ン
バ
ー
で
試
合
に
挑
み
、
４
姑
２

で
長
皇
酒
院
好
瞭
利
。

手
に
汗
握
る
接
戦
で
随
所
に
フ
ァ

イ
ン

・
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
、
宿
敵

羽
島
市
曇
預
脱
を
４
対
３

秋
晴
れ
の
下
、
宣
紅
の
爆
禁
狭を

手
に
し
た
。

病
院
長
を
始
め
職
員
の
応
援
も

た
く
一琴
つ
！
九
州
歯
科
大
学
の
ス

ク
ラ
ム
は
前
か
ら
後
ろ
ま
で
背
中

が
平
坦
な
の
に
対
し
て
、
本
学
の

ス
ク
ラ
ム
に
は

フ
ロ
ン
ト

ロ
ー
、

ロ
ッ
ク
そ
し

て
バ

ッ
ク

ロ
ー
と
明

ら
か
な
３
つ
の
出
が
あ
る
。
本
学

が
い
か
に
低
い
ス
ク
ラ
ム
が
組
め

て
い
な
い
か
が
明
ら
か
だ

っ
た
。

バ
ッ
ク
ス
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
や
ア

タ
ッ
ク
、

ス
テ
ッ
プ
の
切
り
方
、

二審
つ
，
こ
写
つ
！
ま
っ
た
く
一琴
つ
！

Ｏ
対
３。
。
予
想
ど
お
り
完
敗
だ
っ

た
。
し
か
し
、
今
回
は
同
大
を
１９

点
に
攀

え
、
昨

≧

安

さ
れ
た
相

力
に
な
り
、
量
局
の
晴
れ
舞
台
で

優
勝
を
し
、
美
酒
を
味
わ
っ
た
。

な
お
、
加
納
投
手
は
本
大
会
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
も
輝
い
た
。

手
か
ら
７
点
も
も
ぎ
取
っ
た
。
や

れ
ば
で
き
る
！
こ
の
こ
と
に
尽
き

る
。
本
学
の
学
生
に
必
要
な
の
は
、

″朝
日
の
学
生
は
や
れ
ば
で
き
る

ん
だ
Ｈ
″
と
い
つヽ
を４
呼
え
。
学
二

諸
君
、
文
武
両
道
を
目
指
そ
う
で

は
な
い
か
！

″や
れ
ば
で
き
る
々
と
い
つヽ
こ
と

を
実
証
し
て
見
せ
て
く
れ
た
の
が
、

第
３５
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
の
実
行
委
員
会
で
あ
っ
た
（

多
く
の
大
学
が
多
数
の
実
行
委
員

で
組
織
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
学
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
わ
ず
か
８
名
Ю
少
人
数
で

は
あ

っ
た
が
、
彼
ら
の
任
務
に
対

す
る
責
任
感
は
我
々
の
想
像
を
追

か
に
超
え
て
い
た
。
第
３４
回
の
事

務
主
管
校
で
あ
っ
た
昭
和
大
学
歯

学
部
に
出
向
き
、
仕
事
ぶ
り
を
見

学
す
る
と
同
時
に
運
営
に
参
加
、

来
る
べ
き
第
３５
回
大
会
の
運
営
に

役
立
て
た
。
困
難
が
予
想
さ
れ
る

状
況
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
、
ス

マ
ー
ト
に
処
理
す
る
か
を
積
極
的

に
見
て
、
感
じ
て
、
自
分
の
感
性

に
た
た
き
込
み
、
我
が
精
神
の
糧

に
す
る
こ
？
竺
息
気
は
、
今
日
の

学
生
諸
君
に
絶
対
的
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
。

本
学
実
行
委
員
会
の
運
営
の
も

と
、
昨
年
各
ク
ラ
ブ
は
実
に
精

一

杯
健
聞
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
優
勝
、

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
よ
び

陸
上
競
技
が
準
優
勝
、
そ
し
て
、

ゴ
ル
フ
は
第
３
位
を
獲
得
し
、
総

合
成
績
２
位
を
収
め
た
。

次
回
、

３７
回
大
会
は
九
州
歯
科

大
学
が
事
務
主
管
校
と
し
て
、
本

年
の
１２
月
２２
日
か
ら
始
ま
る
。
し

か
し
、
テ」
の
日
、多
く
の
大
学
は
ま

だ
祭
休
み
に
入
っ
て
い
な
い
。
す

な
わ
ち
、
講
義
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

あ
る
い
は
講
義
を
犠
牲
に
し
て
大

会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
い
は
、
阜基
悪
の
場
合
、
参
加

を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

学
も
で
て
く
る
で
あ
ろ
＞孔

そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
今
後
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ
や
オ
ス
キ
ー
な
ど
の
本
格

的
導
入
に
よ
つ
て
ま
す
ま
す
顕
著

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
、
３
月
に
開
催
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー

ル
や
ス
キ
ー
も
、
開
催
時
戦
を
ず

ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
や
に
聞

く
。
さ
ら
に
、
夏
季
大
会
も
従
来
、

８
月
１
日
に
開
会
式
を
お
こ
な
っ

て
き
た
が
、
こ
の
時
期
に
講
義
を

し
て
い
る
大
学
も
あ
る
と
聞
く
に

つ
れ
、
歯
学
体
の
今
後
の
運
営
の

困
難
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
、

朝

日
大
学
歯
学
部
に
在
籍
し
、
歯
学

体
を
目
指
し
て
日
夜
練
習
に
励
む

学
生
諸
君
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
ろ
う
と
も
常
に
実
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
体
力
面
お
よ
び
精

挫
向
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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授業最終日に記念撮影

ゴ

・４
名

（経
営
学
部
９
名
、
法
学

部
５
名
）
の
学
生
が
、
ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン

,■ |

勢

r

一， 　
お
り
し
も
台
風
２．
号
が
岐
〓
Ｌ
（

一
に
接
近
し
て
い
た
９
月
２９
日
い
、

一
朝
日
大
学
肯
学
部
附
属
村
上
記
念

一
病
院
に
お
い
て
、
第
５
回
院
内
コ

一
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
入
院

一
忠
者
様
、

御
家
族
、
外
来
患
者
様
、

一
来
院
さ
れ
た
方
々
総
勢
２
４
７
名

一
の
聴
衆
を
前
に
大
フ
ィ
ー
バ
ー
で

一あ

っ
た
。

一　
今
回
の
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

一は
、

朝
日
大
学
歯
学
部
外
科
学
非

一常
勤
講
師
市
田
正
成
先
生
の
御
紹

一介
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ゼ
ル
ス
校
で
の
話
学
研
修
を
そ

え

９
月
１９
日
に
径
彗
上帰
国
し
た
。
研
一
　
演
奏
者
は
吉
城
糾
国
府
町
の
吉

修
は
８
月
２９
日
に
始
ま
り
、
期
間

一田
佳
美
さ
ん

（ボ

・
　
　
　
　
　
中
に
は
、
引
率
の
一・
ノ
）、
岩
本
晴
美
さ

服
部
好
講
師
か
ら
一
ん

⌒フ
ル
ー
ト

・

研
修
の
様
子
が
定
一
ピ
ア
プ
）、
吉
城
那

期
的
に
本
学
担
当
一
上
宝
村
の
平
川
恭

者

へ
連
絡
さ
れ
て
一
子
さ
ん

（フ
ル
ー

お
り
、
参
加
者
全

一
卜
）
の
女
性
３
人

， 騨

ヽ一ぽ

・一

ランゲージパートナーとハリウッドにて

辞

フルー トの音色で院内が包まれた

員
が
研
修
に
毎
日

励
ん
で
い
る
様
子

が
零
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
研
修
会

の
成
果
は
、

１０
月

．

末
に
行
わ
れ
た
報
一

告
会
で
発
表
さ
れ
一 一が

２
年
前
に
結
成

一し
た
音
楽
グ
ル
ー

一プ
「
ア
マ
ー
ビ
レ
」
。

一
（イ
タ
リ
ア
語
で

一
「愛
ら
し
く
」
と

一
い
う
意
味

で
あ

一る
。）
主
に
飛
騨
地

た
。
（級
告
会
の
様
一
方
の
小
学
校
や
老

子
は
次
号
で
お
伝
一
人
セ
ン
タ
ー
を
中

え
す
る
予
定
）
　

一一心
に
、
お
客
様
を

―
カ
ル

・
ピ

ア

ロ

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
心
の
残
る
音

楽
を
演
奏
で
き
た
ら
と
思
い
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

今
回
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会

者
も
各
部
署
で
持
ち
ま
わ
り
に
て

受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
、
医
事
１

課
の
皆
川
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
に

て
、
「青
い
山
脈
」
「丘
を
越
え
て
」

「
ス
マ
イ
ル
ア
ゲ
イ
ン
」
ま
で
全

・４
曲
と
ア
ン
コ
ー
ル
の
１
曲
が
披

保
さ
れ
た
。
今
年
話
題
と
な
っ
た

韓
国
ド
ラ
マ

″冬
の
ソ
ナ
タ
〃
よ

り

「は
じ
め
か
ら
今
ま
で
」
「Ｍ
Ｙ

メ
モ
リ
ー
」
の
演
奏
も
行
わ
れ
、

演
奏
に
併
せ
て
営
⊆
削
の
プ
ラ
ズ

マ
テ
レ
ビ
に
韓
劇
人
気
俳
優
の

ヨ一増
″
．．∵

…
４

ギ

　

．

　

一≡
．

　

，

い

，

１
成

ィャ
‥

カ

国

ぺ

・
ヨ
ン
ジ
ユ
ン
氏
を
画

面
で
流
す
な
ど
心
に
く
い

演
出
も
な
さ
れ
た
。

ア
マ
ー
ビ
レ
代
表
で
あ

る
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
吉
田

さ
ん
は
、
６
年
前
に
睡
臓

の
手
術
を
さ
れ
現
在
も
検

査
通
院
を
さ
れ
て
い
る
。
　

一

し
か
し
、
朗
朗
と
歌
う
さ

ま
は
聴

い
て
い
る
我
々
が

圧
倒
さ
れ
、
最

刷
列
に
座

っ
て
い
た
息
者
様
は
感
動

し
通
し
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

今
ま
で
フ
ル
ー
ト
で
の
演

奏
の
み
で
あ

っ
た
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

と

い
う
曲
を
、
吉

田
さ
ん
は

マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
来
院
さ
れ
た
ご

主
人
の
前
で
初
め
て
歌
わ
れ
、

胸

に
あ

つ
い
も
の
が
よ
ぎ

っ
た
の
で

は
な
い
か
。

フ
ル
ー
ト
の
平
川
さ
ん
の
お
家

は
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
営
ま
れ
て
お
り

朝
国
大
学
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

合
宿
の
常
宿
で
あ
る
こ
と
を
う
か

が

っ
た
。
縁
は

「
い
な
も

の
」
「あ

じ
な
も
の
」
と
よ
く
言

っ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
盛
大
に
行
わ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
聴
く
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
息
者
様
や
職
員
等

々

に
、
何
等
か
の
手
段
に
て
聴

い
て

も
ら
う
方
法
の
構
築
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今

後
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
継
統
さ
れ

何
周
年
あ
る
い
は
記
倉
行
事
な
ど

が
開
催
さ
れ
た
折
、
歴
代
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実

現
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と

第
５
回
院
内

コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
河
合
様
、
岩
崎
様
始
め
多
く

の
職
員
の
キ
助
け
が
な
け
れ
ば
成

し
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、

そ
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
為
に
出
会

い
を

つ
く

っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
市
田
先
生
に
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
言
葉

を
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（寺
鳥
令
子
）

懐かしの名曲や美しい調べにうっとり
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新
入
生
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

留
学
生
別
科
Ю
局
入
学
生
歓
迎

パ
ー
テ
イ
ー
が
、

１０
月
６
日
⑪
午

後
４
時
半
、
本
学
６
号
館
食
堂
に

て
開
催
さ
れ
た
。

今
秋
の
新
入
生
は
１１
名
。
出
身

地
は
中
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
か

ら
１
年
間
、
学
部
入
学
を
目
指
し

日
本
語
を
中
心
に
学
習
す
る
。

長
坂
讐
長
よ
り

「送
り
出
し
て

く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
、
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
困
っ

た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、　
一
人
で
悩

ま
ず
先
生
方
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。
つ

づ
い
て
、
吉
田
良
生
留
学
生
別
科

長
の
挨
拶
、
担
当
教
員
紹
介
の
後
、

廣
瀬
副
学
長
に
よ
る
乾

杯
が
行
わ
れ
歓
談
が
始

ま
っ
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
白
転
車
競
技
都
１
年

生
が
招
か
れ
た
。
留
学

生
別
科
で
は
日
本
人
学

生
と
攣
艮
く
な
る
機
会

が
少
な
く
、
新
入
生
も

嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

日
本
語
で
話
し
か
け
た

り
、　
一
緒
堡
肩
を
組
ん

で
写
真
に
お
さ
ま
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し

た

。
新
入
生
紹
介
で
は
、

一
人

一
人
が
名
前
を
読
み
上
げ
ら

れ
、
一死
気
よ
く
返
事
を
し
、
「よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
を

し
た
。

１０
月
入
学
生
代
表
の
貿
〇

Ｚ
①
冨
＞
く
＞

巧
Ｆ
Ｏ
≪
ｒ
ｍ
＞
カ

冨

∽
＞
Ｚ
Ｏ
さ
ん

（タ
イ
出
身
）

か
ら
、
「た
く
さ
ん
勉
強
し
、
日
本

語
が
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
源
張

り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ

に
対
し
、
４
月
に
入
学
し
た
先
斐

別
科
生
の
張
建
妬
さ
ん

（中
国
出

身
）
、
奈
迪
さ
ん

（同
）
か
ら
、

「私
た
ち
は
日
本
で
学
ぶ
と
で
つ

玄
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。　
一
緒
に
頑
張

っ
て

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。」
と
激
励
の
百

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

モ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
さ
ん
よ
り

新
入
生
代
表
の
挨
拶

▼

▲自転車競技部の学生と
仲良くなれました

就
職
支
観
ギ
ベ
ン
ト
「講
湧
こ
懇
親
の
．一ｒ
一出
催

援
勢
状
畔
聴
撫
産
孵
酔
婢
勧
御
求

一

た
め
の
指
導
と
企
業
等
と
の
信
頼

．

関
係
を
築
き
良
質
な
求
人
を
得
る

た
め
の
開
拓
活
動
の
両
面
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
度
、
企
業
の
採
用
担
当
者

等
を
招
い
て
、
本
学
の
教
職
員
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め

「講
演
と

懇
貌
の
ハ
正

を
、
去
る
１０
月
４
日
、

Ｊ
Ｒ
岐
工早
駅
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ

「Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｕ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
及
び
ぱ

る
る
プ
ラ
ザ
崚
早
で
開
催
し
た
。

こ
の

「講
演
と
懇
親
の
本
至

は

１
９
８
９
年
に
第
１
回
を
開
催
し
、

今
年
で
第
１６
回
の
開
催
と
な
る
。

当
日
は
、

１５
時
１０
分
か
ら

「
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｕ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
お
い

て
、
本
学
法
学
部
教
授
の
山
本
英

弦
先
生

（運
動
生
理
学
専
攻
）
に

よ
る
講
演
が
、
「ち
ょ
き
ん
と
た
い

り
ょ
く
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、

１６

時
３。
分
か
ら
は

「ぱ
る
る
プ
ラ
ザ

峡
早

長
良
の
理

に
お
い
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
講
演
会
と
懇
親
会
に
は
、

地
元
岐
阜
県
及
び
愛
知
県
か
ら
９５

社
、
静
岡
県
、
滋
賀
県
か
ら
３
社

の
計
９８
社
１
０
９
名
、
本
学
か
ら

は
讐
長
、
副
筈
長
は
じ
め
教
職
員

５２
名
が
集
い
、
講
演
会
で
は
自
分

の
体
力
年
齢
に
注
目
が
集
ま
る
と

と
も
に
、
徐
力
貯
金
の
効
果
は
日

本
経
済
を
救
う
と
の
山
本
教
授
の

言
葉
に
大
い
に
会
坊
が
沸
い
た
。

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、

企
業

ニ
ー
ズ
に
合

つ

た
学
生
像
と
は
、
ど

の
よ
う
に
学
生
を
育

て
れ
ば
良

い
か
、
来

年
度
の
採
用
懃
同
は

な
ど
に
話
題
が
集
中

し
、
な
か
に
は
、
採

用
担
当
者
と
し
て
本

学
卒
業
と
が
参
加
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
、

恩
師
と
の
旧
交
を
温

め
る
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
懇
談
会
で
あ

っ
た
。

山本教授の講演「ちょきんとたいりょく」

【就職。課外活動支援課からの報告】
～今後の就職ガイダンス日程 。就職セミナーの案内～

◆後の就職ガイダンス日程

《2年生》    ]]月  2大学合同業界研究会 (出支阜聖徳学園大学)

《3年生》    11月  OB・ 先輩によるアドバイス講座

2大学合同業界研究会 (由支阜聖徳学園大学)

自己PR`論作文指導
12月  自己分析・自己表現対策合宿

1属 就職ビデオ研修・個人面談

2月 自己分析 自己表現対策合宿・就職セミナー・

個人面談

3月 山支阜の大学主催就職セミナー・2大学合同画

接対策合宿

3年生10月 から、ガイダンスが週 1回 《水曜日》実施されています。

就職渚動には重要オよ講義となりますので、必す参加してくださしヽ。また、

12月 ・2月 に実施される自己分析 す自己表現対策合宿ですが、毎年参力l

した学生|よ 、ほ|ぎ就職が決定してしヽます。とても価値ある合宿ですので

是非、参加をしてくださしヽ。この詳細|よ また後日案内します。

今後の就職セミナー日程

《4年生》    ○岐阜県全大学主催就職セミナー

]2月 1日 (水):ぱるるプラザGIF∪
○岐阜県職業安定所主催優良企業合同説明会

]]月 4日 (木):ぱるるプラザGIFU
O岐阜中小企業同友会

1月 26日 (水):岐阜市文化センター

※岐阜県全大学就職セミナーlよ 年 6E□三l

(既に 3月 2日 (火 )・ 4月 14日 (水 )・ 6月 16日

(水)8月 3日 (火)終了しました。)

合同就職セミ変―は実施回数、参力日企業数、業界の種類も少なくなつ

てきています。まだ就職が決まつていナJヽ い人は、セミナー、大学・八□一

ワーク等の求人票、広い範囲で就職J青報を得てどんどん渚動をしてくだ

さい。

《資格取得支援奨学金》

2004年度法学部・経営学部の

新力リキュラム導入によつて、

資格取得支援制度が2004年度

入学生に対 して大幅な変更に

ナょります。2003年度以前入学の

学生については、現在の資格取

得支援制度が基本となります。

また、改正につしヽて|よ 、掲示で

お矢[らせをします。
8月 3日 に開催された
岐阜県全大学就職セミナーの様子
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歯
学
部
総
本
旦
際
科
学
講
座
内
科

学
分
野
の
渡
辺
郁
雄
教
授
が
、
岐

■
,

阜
県
に
お
け
る
教
育
、
学
芸
、
体

育
、
文
化
な
ど
の
向
上
に
顕
著
な

功
績
の
あ

っ
た
者
を
表
彰
す
る
第

５６
回
呟
暑
曇
警
口功
峯

彰

「体

育
功
労
」
を
受
彰
し
た
。

今
回
の
受
彰
は
、
同
教
授
が
多

年
に
わ
た
り
県
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
協
議
会
長
を
務
め
、
ス
ポ
ー

本
学
歯
学
部
口
腔
構
造
機
能
発

育
学
講
座
口
腔
解
剖
学
分
野

（明

坂
研
究
室
）
の
鈴
木
礼
子
助
手
は

第
４６
里
建
基
礎
医
学
会^
賞
オτ受

賞
し
た
。
こ
の
賞
は
歯
科
基
礎
医

学
そ
の
他
、
こ
れ
に
関
連
し
た
領

域
に
お
い
て
国
内
で
行
わ
れ
た
研

究
に
関
す
る
疸葉
峯

論
文
に
寧

う

れ
る
も
の
で
あ
る
。
受
賞
の
対
象

と
な
っ
た
論
文
は
２
０
０
３
年
司

沖
務
卓
①

仲

①
出
塁
い
に
発
表
さ

れ
た
学
術
論
文
の
　
ヽ
司
ゴ
Φ
お

”
ｏ
ｒ一
〇
戸
ｏ
い
ｏ
∽
ＦＯ
Ｏ
ｏ
牌
”
∽
Ｆ
∽
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ｏ
Ｂ

【
①
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①
鱗
∽
浄
β
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〇
∽
一
Φ
Ｏ
Ｏ

＜
ド
①
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ぃ
Ｌ
ｏ
Ｓ
ｐ

Ｏ
∽
一
ω
０
０
＜
帯
い
Ｏ

Ｐ

鱗
Ｏ
Ｅ
β
鰤
０

中
ｐ

一
Ｆ
Ｏ

σ
Ｏ
β
①

ａ
ｇ
【

ツ
医
学
の
立
場
で
選
手
強
化
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

な
お
、
表
彰
式
は
２
０
０
４
年

８
月
２４
日
、
星
民
ふ
れ
あ
い
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

人
事
消
息

藝

贔

退
職
〈７
月
３．
日
付
〉
日
置
茂
弘

盆
學

識

警

）

採
用

〈
Ю
月
１
日
付
〉
川
崎
馨
嗣
、

藤
田
信
彦
、
東
竪

録
文

奪
旱

部

助
手
貰

１２
月
１６
日
付
〉
八
木
孝
和

（歯
学
部
講
師
）

〈
２
０
０
５
年
１
月
１
日
付
〉
水

谷
豪

（歯
学
部
助
手
）

金
屠
砂

採
用

〈
８
月
１
日
付
〉
北
川
数
子

（学
事
部
学
事
課
）
〈
１０
月
１
日

付
〉
久
世
仁
美

（学
事
部
学
生
厚

生
課
）

金
療
鬱

附
属
村
上
記
念
病
院

退
職

〈
６
月
３。
日
付
〉
青
谷
雅
子

（弄

）

採
用

〈
８
月
１
日
付
〉
小
池
奈
々

（看
護
師
）
大
谷
明
子

（薬
剤
師
）

早

一
β
∞

Ｏ
ｏ
コ
ｏ

寮瘍

Ｏ
ａ
Ｏ
〓

β
∞

、

（モ
デ
リ
ン
グ
中
の
置
吸
収
面
に

お
い
て
遭
遇
し
た
破
骨
細
胞
と
骨

組
胞
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
）。
９
月
２４

日
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ

た
第
４６
回
歯
科
基
礎
医
学
会
総
会

（主
催

中
広
島
大
学
）
で
受
賞
講

演
が
行
わ
れ
、
出
席

さ
れ
た
多
く
の
歯
科

基
礎
医
学
研
究
者
か

ら
注
目
を
浴
び
た
。

解
剖
学
分
野
で
女
性

研
究
者
が
受
賞
す
る

こ
と
は
数
少
な
く
、

あ
ま
り
注
目
を
浴
び

る
こ
と
が
少
な
い
歯

科
基
礎
医
学
分
野
で

の
受
賞
は
本
学
の
他

の
基
礎
系
着
手
教
貝

に
い
い
刺
激
を
写
え

る
こ
と

に
な
る
で
あ

ろ
＞孔
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第5回 朝日六学産業情報研究所経営学講座 要講者募集
以下の要領で、経営学講座を実施しヽたします。理解しやすく実践的内容です。ぜひ、こ参加を頂きますよう

お願い申し上げます。

・ 経 営管理 講 座     05年 2月 14日 (月 )・ 15日 (火 )

ビジョン経営、方針管理、経営組織、人間関係論、改善活動 (改善の進め方、グル
ープ改善活動)、 トヨタ生産方式、投資採算性、標準化、人為的ミス防止手法(FM
EA fTA)、 病院経営など

・ 品 質 管 理 (QC)語 座  05年 2月 17日 (木 )・ 18日 (金 )

品質管理の進め方、間題解決の進め方、データのまとめ方、QCサークル活動、

全員参加の考え方、QC手法の使しヽ方 (管理図、ヒストグラム、パレート図、特性

要因図、相関図、他)、 品質保証活動

・ トヨタ生 産 方 式 講 座  05年 2月 21日 (月 )・ 22日 (火 )

トヨタ式在庫管理 物流の仕方 (在庫を最適し利益を最大化する、カンバンを使
つた物流の仕方など)、 作業の効率化 (作業者半減の仕方、作業の標準化、セル

方式、実施事例紹介)、 モチベーシヨンなど

・ 多 変 量 解 析 講 座   05年 2月 25日 (金 )・ 26日 (上 )

データの解析、重回帰分析、判別分析、主成分分析と正準相関分析、因子分析、

数憂化理論 (数量化 I類、数量化Ⅱ類、数憂化Ⅲ類)他  (パソコンを使つた実

践講座です)

・ 実 験 計 画 法 講 座    05年 2月 28日 (月 )・ 3月 1日 (火 )

実験の計画の仕方、統計的データ解析の基礎、実験データの解析の考え方、1元

2元 多元配置実験、直交表実験、多水準作成法、擬水準法 (ダミイ法)、 他

・ 信 頼 性 工 学 講 座    05年 3月 14日 (月 )・ 15日 (火 )

品質保証と信頼性、信頼性の意味 手法と安全性、信頼性モデル、寿命分布と故

障率、指数分布と統計的方法、ワイブル分布と統計的方法、FMEAと FTA、 信頼

性設計、故障解析、他
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募集人員:各 15名 (最小開催人数5名 )

参 カロ費:25,000円 /講座 人 (テキスト代含む)

場  所 :朝日大学名古屋サテライト

〒460‐0002
名古屋市中区丸の内3-2卜 20

朝日丸の内ビル

日寺  間:9:30～ 16:30

講  師:國澤英雄

(朝日大学経営学部教授、工学博士)

申 込 み:TEL・ FAX 058‐ 329‐ 1307

(E‐mailikunisawa@alice.asah卜 u acJp)

〒501‐0296
岐阜県瑞穂市穂積 1851

経営学部 國澤ゼミ


